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≫く 穂」が、Tξ濃 令和5年度東京消防庁火災予防標語 作 者 :清瀬市在学岩 崎 公 瑠 美 さん 
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写真 :成城消防署屋上をはじこ車から撮影
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火災件数

焼損床面積

火災による死者

火災による負傷者

46件 (±0件 )

1面 (‥ l13雨)

0名  (…2名 )

5名  (-5名 )
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※ ( )内の数字は前年比です。

※出火原因は令和6年 1月 20日現在の速報値です。
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調理中は、

こんろから離れない

ようにしましょう。
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コンセントの掃除を

心推卜けましょう。
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寝たばこは、

絶対にやめましょう。麟
住宅用火災警報器を設置し、

定期的な作動確認をしましょう。
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ストーブの周りに、

物を置かないようにしましょう。
寝具類やエプロン:カーテン

などは、防炎品にしましょう。
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家の周りを

整理整頓しましょう6

万が下に備え、

消火器を設置し

使い方を覚えましょう。

ライターやマッチを

子供の手の届く場所に

置かないようにしましょう。

ご近所同士で声をかけあい

人の用心に心掛けましよう。
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動画で詳しく説明 ′>>>
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チャンネル登録
お顧しヽします!1
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成城管内の火災の原因の約4分の1が、

ガステーブル等による火災となつています。

☆使用中、大から目を離さない F

☆離れる場合は必ず火を消す

☆燃えやすいものを置かない
(→エプロンなどは防炎品を使用する)
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成城管内ではたばこの投げ捨てや不始末に

よる火災が出火原因の2位 となつています。

灰皿に押し付けて消した気になっていませんか?

吸殻は投げ捨てずに必ず水を使つて完全に消火

しましょう。
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共同住宅の居住者の女性は、焦げ臭い匂いがしたため隣の部

屋を確認したところlmほ どの高さの炎があがつていた。女性は

すぐに自宅前の共用部にある消火器を活用し初期消火を行つた。

他の住民も下階の消火器を集結させ初期消火を行い被害を抑え

ることができた。

令和5年中の成城管内の焼損床面積を
鶴縣に抑えることができました:
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令和5年中において、成城消防署管内の火災による焼損床面積が1面 にとどまり、昭和30年
11月 1日 の消防署開署以来過去最少を記録しました。

地域の皆さまによる火災の早期発見及び初期消火が被害の軽減の大きな要因になつたと

考えられます。ご協力ありがとうございました !

通行人 の男性 が帰宅途 中、ベルの鳴動音 と窓 から人が出て

いることを発見した。男性は所在を確認した後、自身の携帯電話

で 119番通報をした。早期の通報により火災の拡大を防ぐことが

できた。
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令和6年も地域の皆さまに
更なる安全安心を提供してまいります!
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令和5年 10月 17日 (火 )に世田谷区内初となる

デイタイム救急小隊が成城署で運用を開始しました。

デイタイム救急小隊は、平日8時 30分から17時

15分まで運用する救急隊です。デイタイム救急小

隊を運用することで日中の救急需要が多い地域で

の現場到着時間を短縮することが期待できます。

令和5年 12月 末日現在すでに200件 以上の救急

現場に出場しており、今後更なる増加が見込まれる

救急事案において活躍が期待されています。

令和5年 中の東京消防庁管内の救急車の出場件数は過去最

多を記録しました。救急要請が増加すると救急車の到着に時間

がかかってしまいます。必要な人のもとに救急車が早期に到着

できるよう、救急車の適時・適切な利用にご協力お願いします。

成城
消防署

干歳
出張所

烏山
出張所

成城―丁目21番 14号 千歳台四丁目29番9号 南烏山六丁目14番 12号
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18歳以上の健康な方

消防国の区域に居住・勤務・通学 している方 難 詳しくは特別区消防団 HPを ご覧ください。

市町村の方は、各市町村の窓口までお問い合わせください。

03‐3416‐0119  03‐3484‐0119  03‐3307‐0119


